解と係数の関係

　解と係数の関係
　　2次方程式ax2＋bx＋c＝0の2つの解をα、βとすると、
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　※a＝1のとき、α＋β＝－b、αβ＝c

　2次方程式を作る問題ではこちらを使うと便利。

例題

(1)次の2次方程式の2つの解の和と積を求めなさい。

　①x2＋4x＋3＝0

②3x2－6x－4＝0

③5x2－5x＋3＝0

(2)2次方程式x2＋2x＋5＝0の解をα、βとするとき、次の式の値を求めなさい。

　①α＋β、αβ

　②(α＋1)＋(β＋1)

　③(α＋1)(β＋1)

　④α2β＋αβ2　
　⑤α2＋β2　
　⑥(α－β)2　
(3) 2次方程式x2－4x＋5＝0の解をα、βとするとき、次の式の値を求めなさい。

　①α＋β、αβ

　②(α－2)＋(β－2)

　③(α－2)(β－2)

　④α3β2＋α2β3　
　⑤α2＋β2　
　⑥(α－β)2　
(4) 2次方程式x2＋4x＋2＝0の解をα、βとするとき、α＋3、β＋3を2つの解とする2次方程式を作りなさい。
(5)x2＋4x＋k＝0の1つの解が他の解の3倍になっているとき、kの値を求めなさい。
(6) x2－6x＋k＝0の1つの2つの解の差が4のとき、kの値を求めなさい。

(7)1＋i、i－iを解として、x2の係数が1である2次方程式を作りなさい。
例題の解答
(1)①和－4、積3

②和2、積
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③和1、積
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(2)①α＋β＝－2、αβ＝5
　　②(α＋1)＋(β＋1)＝α＋β＋2＝0
　　③(α＋1)(β＋1)＝αβ＋α＋β＋1＝4
　　④α2β＋αβ2＝αβ(α＋β)＝－10
　　⑤α2＋β2　＝(α＋β)2－2αβ＝－6
　　⑥(α－β)2　＝α2－2αβ＋β2＝－16
(3)①α＋β＝4、αβ＝5

　　②(α－2)＋(β－2)＝α＋β－4＝0
　　③(α－2)(β－2)＝αβ－2α－2β＋4＝αβ－2(α＋β)＋4＝1
　　④α3β2＋α2β3　＝α2β2(α＋β)＝100
　　⑤α2＋β2　＝(α＋β)2－2αβ＝6
　　⑥(α－β)2　＝α2－2αβ＋β2＝－4
(4)解と係数の関係より、α＋β＝－4、αβ＝2
　　(α＋3)＋(β＋3)＝α＋β＝6＝－4＋6＝2

　　(α＋3)(β＋3)＝αβ＋3(α＋β)＋9＝2＋3×(－4)＋9＝－1
　よって、求める2次方程式はx2＋2x－1＝0

(5)2次方程式の解をα、3αとすると、解と係数の関係より、
　　α＋3α＝－4…①、α×3α＝k…②

　　①よりα＝－1

　　これを②に代入して、k＝3

(6) 2次方程式の解をα、3αとすると、解と係数の関係より、

　　α＋3α＝－4…①、α×3α＝k…②

　　①よりα＝－1

　　これを②に代入して、k＝3

(7)(1＋i)＋(1－i)＝2
　　(1＋i)(i－i)＝1－i2＝1＋1＝2

　よって、求める2次方程式はx2－2x＋2＝0

追加問題

(1)　2次方程式x2＋6x－5＝0の2つの解をα、βとするとき、次の値を求めなさい。

　①α2＋β2
　②(α＋1)(β＋1)

(2)　2次方程式x2－2x＋9＝0の2つの解をα、βとするとき、α＋1、β＋1を解とする

　　2次方程式を作りなさい。

(3)2次方程式x2－5x＋5＝0の２つの解の小数部分を解とする２次方程式を１つ作りなさい。

(4)2次方程式x2＋ax＋b＝0の2つの解の和と積を2つの解に持つ2次方程式の1つが

　　x2＋bx＋2a＝0である。0でない定数a、bの値を求めなさい。

(1)①46
②－10

(2)x2－4x＋12＝0

(3)x＝
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の小数部分は
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　解と係数の関係より、2次方程式はx2－
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＝0　[このままでもよい]
　両辺を4倍して、4x2－6x＋(
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　[別解]解と係数の関係を利用しても、あまり簡単にはならないので、
　
2解がわかったところで、(x－
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)＝0　でもよい。
(4) 2次方程式x2＋ax＋b＝0の2つの解をα、βとすると
　　α＋β＝－a、αβ＝b

　なので、α、βを解に持つ2次方程式はx2－(－a＋b)x－ab＝0
　これと、x2＋bx＋2a＝0の係数を比較すると、
　　b＝－(－a＋b)
…①

　2a＝－ab　…②

　①より、a＝2b　…③

　②に代入して、4b＝－2b2


2b2＋4b＝0


　2b(b＋2)＝0

　　b＝0、－2

bは0ではないのでb＝－2

③に代入してa＝－4

　(答)　a＝－4、b＝－2
























_1270222695.unknown

_1270222754.unknown

_1270222816.unknown

_1270222905.unknown

_1270222949.unknown

_1270222979.unknown

_1270222832.unknown

_1270222771.unknown

_1270222776.unknown

_1270222756.unknown

_1270222706.unknown

_1270221329.unknown

_1270222654.unknown

_1270222683.unknown

_1270222598.unknown

_1270220311.unknown

_1270221302.unknown

_1270220284.unknown

